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Abstract 

星形成領域NGC2264に 

Class 0天体からのX線放射が発見されたのは 

史上初！ 

付随する水メーザーを 

VERAでVLBI観測した！ 
その結果！ 

水メーザーが付随するコアは Class 0 であり、 

この天体はX線を放射している！ 



NGC2264 

NGC2264の位置する場所(Perez 1991) 

NGC2264 

Spitzer MIPS 



NGC2264 

Spitzer MIPS 

Cone Nebula 

←Optical  three color image 

(O III, Hα, Si II) 

Dahm2008 

IRS2 & NGC2264D(Spokes cluster) 

NGC2264C &IRS1 (Allen’s IR Source) 

S Mon 

NGC 2264の座標 

(α,δ) = (6h41m10s, +9°34’34”) 

(l, b) = (203.2420 deg, +2.0936 deg) 



NGC2264 C 領域 
NGC2264 

Spitzer MIPS 

Margulis et al. 1988 

Maury et al.2009 
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Observations and Data reductions 

観測 

VERA 

・観測期間 : 2009年9月 から 2010年12月 (13 epochs) 

・観測した輝線 : 水メーザー (静止周波数 22.235080 GHz) 

 

データ整約 

 

AIPS (Astronomical Imaging Package System)  

←VERA入来局 



Results: Spectrum, Parallax and Proper motions 

観測時の典型的なスペクトル 

年周視差と固有運動のフィッティング 

↑フィッティングの結果 

年周視差:1.365±0.098 mas 

距離:738+57 pc −50 

Feature 1 Feature 2 

特異運動が約150km/s 



Discussions: The peculiar motions and Driving Sources 

フィーチャー１はdust continuumのコ
アCMM4Sに付随している！ 

フィーチャー2のドライビングソース
はわからなかったがVLA 3.6 cm 

continuum sourceに関係していそう。 

CMM4S 



Discussions: X-ray Source and Feature 1 (1). 

X線源とフィーチャー1の位置に
いる雲(CMM4の南にいる雲)の光

度と質量を以下の仮定を用いて計
算した。 

CMM4の南にいる雲とCMM4の
質量と光度の比は3.2 mm dust 

continuum の積分強度の比に比例
する。 

CMM4SはClass 0 天体！ 

CMM4S
CMM 1

CMM 13

CMM 2

CMM 3

IRS1



Discussions: X-ray Source and Feature 1 (2). 

IRS1 がサチっているせいでカタログや文献からなか
なかDriving sourceを見つけることができなかった。 

(Wolker et al. 1956, Rebull et al. 2002, Lamm et al. 2004, 

2MASS, IRAS,MSX, AKARI, Spitzer and WISE). 

WISE Band3(12μm:10’×10’) Spitzer MIPS(24μm:8.5’×7.8’) 

●・・・The position of  CMM4S 

Flaccomio et al. 2006に 

候補天体がいた！ 

CMM4S 



CMM4S 

柱密度と減光量 
     N(H2)=3.1×1023 cm-2  
               (1.2mm continuum, Peretto et al. 2006) 

    N(H2)=2.7×1023 cm-2  
               (3.2mm continuum, Peretto et al. 2007) 

    N(H)=4.2×1023 cm-2  
               (X-ray) 

    AV=140 – 350 mag 

Discussions: X-ray Source and Feature 1 (3). 

ただ！ 

たまたま天球面上で重なって
いるだけかもしれない。 

柱密度が一致！ CMM4Sの中心星が
X線を放射してる！ 



Summary 

・VERAで星形成領域NGC2264をVLBI観測した。 

・データ整約にはAIPSを使った。 

・求められた年周視差は1.365±0.098 masで距離にすると〜738pc。この
距離は以前に求められた測光学的距離と一致している。 

・２つの水メーザーフィーチャーの特異運動とdriving sources を考察した。 

 

Feature 2 
■特異運動がかなり大きい(〜150km s-1)  

■VLA3.6cm 連続波源VLA3に付随しているようであるが、driving 

sources を特定することはできなかった。このフィーチャーとVLA3はjet

やoutflowのようなものに関連しているのかもしれない。 

 

Feature 1 
■X線源と3.2mmダスト連続波源に付随 

■ダスト連続波源はClass 0天体であり、明らかに(LogMenv−LogLbol図上

で)Class 0天体である天体からX線が検出されたのは史上初である。 


